
大田区自立支援協議会 こども部会議事録 

       文責：佐藤（美）（事務局一部修正） 

(１) 会議の名称 大田区自立支援協議会 こども部会（第 3回） 

(２) 開催日時 平成 29年 7月 11日（火）9：30～11：3 0 

(３) 開催場所 消費者生活センター第６集会室 

(４) 出席した委

員、事務局 

委 員 （部会長：谷村 淳子委員） 

宮崎 渉 閑製 久美子 石川 智春 佐藤 美香 

吉田 紀代美 佐藤 渉 野澤 景子 小池 優子 

小野 英次郎    

区職員出席者 健康づくり課：小鳥係長、子育て支援課：本多係長、 

指導課：秋山指導主事、教育センター：大島係長 

事務局出席者 障害福祉サービス推進担当課長：澤課長  

障害福祉課：浅沼係長、齋藤 

（５）確認事項 

 

（６）各委員からの情報提供 

 

（７）議題 

①発達支援マップの作成「出生から就学までのライフステージ」 

  ・支援のイメージを出生時（妊娠時）から成長に合わせ、分かり易く提示できるものを作りたい。 

  ・それぞれの状況に合わせて様々な選択、方向性を考えていく為の物を作りたい。 

 （行政の取り組み例） 

「地域健康課」 

     ・出生後気になる事がある場合（身体等）、病院より情報提供書が届き、早い時期から支 

援し、必要時他機関へ繋げている。公的健診は３回。 

     ・４か月児健診－筋緊張が弱い等があれば、経過観察や発達クリニックなどで、再度医師

が診察し、必要時他機関を紹介している。      

     ・１歳半児健診－言葉と単純な指示理解等の状況により経過観察や心理相談に繋げ、キャ

ッチアップしない場合は２歳位を目安にわかばの家に繋げるケースも多い。 

     ・３歳児健診－継続支援で心理相談やわかばの家を紹介している。 

  「児童館」（乳幼児の利用：自由参加・自由来館） 

     ・初回利用時にアンケート記入→相談内容により健康づくり課と連携 

・作成にあたり以下の点に注意する。 

イメージを持ち易いよう提示・作成していく 

見通しが持てるようにする 

メリットが見えるように示す 

入口を広く、やさしく 

   それぞれの分野での支援体制や支援内容（お得感）などをまとめていく（視覚化：図式） 

     

②今後について 

ゲストスピーカーを呼び、様々な分野で活動されている方の話を聞く機会を持ちたい。 

 

（８）その他 

 

（９）次回日程 

  日時：平成２９年８月１５日（火） 

  場所：本庁舎２階 ２０２会議室 

 

 


